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広
告
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
番
号
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

送
信
日

　平
成

　
　年

　
　月

　
　日

掲
載
日

掲
載
版

面

サ
イ
ズ

2017/01/01

高
津
区
版

24.9cm

×12

段

原
稿
内
容
確
認
書

◉
限
ら
れ
た
日
程
の
中
で
編
集
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
校
正
は
原
則
的
に
2
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
3
回
目
以
降
の
校
正
は
有
料
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
◉
締
切
り
日
時
ま
で
に
掲
載
内
容
が
確
定
し
な
い
場
合
、
指
定
さ
れ
た
発
行
日
の
紙
面
に
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
指
定
期
日
ま
で
に
必
ず
ご
返

送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
◉
印
刷
作
業
に
入
り
ま
す
と
内
容
の
変
更
や
訂
正
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

7
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□	

訂
正
ナ
シ
。
印
刷
作
業
を
進
め
て
下
さ
い

□	

訂
正
有
り
。
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
で
修
正
し
て
印
刷
作
業
を
進
め
て
下
さ
い

□	

訂
正
有
り
。
確
認
の
た
め
修
正
し
た
原
稿
を
も
う
一
度
送
信
し
て
下
さ
い

店
名
・
電
話
番
号
・
営
業
時
間
等
は
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

該
当
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、
ご
署
名
の
上
期
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い

﻿﻿﻿﻿
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掲
載
項
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お
客
様

サ
イ
ン

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　御
中
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大山街道

参拝経路

手水

社
務
所

甘
酒
配
布

稲
荷
社

拝殿

本殿

御神木の長寿ケヤキ

親子クスノキ

勝海舟直筆の大幟 東郷平八郎が書いた「社号額」

垂乳根（たらちね）の銀杏

歯固め塚

正月に公開される社宝「勝海舟直筆の大
幟」。高津区で活動した自由民権運動活動
家・林喜楽が勝海舟に揮毫を頼んだもの。
公開されているのは原本を復元したもの
で、大きさは高10ｍ、幅1.33ｍ。原本は神
社に保管されている。

樹齢３００年といわれ
るクスノキ。
駐車場にあるクスノ
キが樹齢２００年の子
クスノキ。

神社境内には神が降臨し宿
る依代となるような御神木が
ある。
溝口神社の御神木は推定樹
齢５００年以上といわれるケ
ヤキ。幹上部は落雷による損
傷が見られるが、新しく枝葉
が芽吹き、生命力みなぎるそ
の御神威から「長寿ケヤキ」と
呼ばれている。

拝殿に掲げられる「社号額」は日清、日
露戦争で名を馳せた大日本帝国海軍 
連合艦隊司令長官元帥海軍大将 東郷
平八郎が揮毫。

静岡県と愛知県にまたがる、天竜川中流部に建設された
佐久間ダム建設時に掘り出されたもの。銀杏の巨木に稀に
見られる「乳根」（枝から垂れ下がったように伸びた棍棒状
の突起）や、当時この銀杏の根が巨石を抱きかかえるよう
に立っていたことから母の枕詞である「垂乳根の銀杏」と
命名された。直接手で撫でて御利益をいただきましょう。

垂 乳 根の銀 杏 には 、わが
子が丈夫に育つよう願う、

「歯固めの石」が数多く奉
納されている。

参詣の導線が整い
お参りに並ぶ時間が

短縮されます

参拝

溝
口
神
社
に

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
に

行
こ
う

　
　
た
な
年
を
迎
え
、
よ
い
一
年
に
。

　
　
　
溝
口
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
大
山

街
道
沿
い
に
あ
る
溝
口
神
社
は
、
川
崎

の
祈
願
所
と
し
て
多
く
の
人
々
が
初
詣

に
訪
れ
る
。

溝
口
神
社
の
御
祭
神
は
、
八
百
万
の

神
々
の
中
心
と
な
る
「
天
照
皇
大
神
」。

万
物
に
活
力
を
与
え
、
物
事
の
調
和
を

図
る
最
も
尊
い
神
だ
。
開
運
、
厄
除
け
、

安
産
、
子
育
て
、
縁
結
び
な
ど
、
全
て

に
御
利
益
が
あ
る
。「
一
年
の
計
は
元
旦

に
あ
り
。
清
々
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
た

め
に
、
旧
年
の
感
謝
と
新
年
の
抱
負
を

神
様
に
奉
告
し
て
下
さ
い
」。
そ
う
話
す

※数え年は誕生日前の方は満年齢に2歳、誕生日を過ぎた
　方は満年齢に1歳を加えます。

前　厄

数え60歳
Ｓ33年生れ（いぬ）

数え41歳
Ｓ52年生れ（へび）

数え24歳
Ｈ6年生れ（いぬ）

数え61歳
Ｓ32年生れ（とり）

数え42歳
Ｓ51年生れ（たつ）

数え25歳
Ｈ5年生れ（とり）

本　厄 後　厄

男

　
性

女

　
性

前　厄

数え60歳
Ｓ33年生れ（いぬ）

数え36歳
Ｓ57年生れ（いぬ）

数え32歳
Ｓ61年生れ（とら）

数え61歳
Ｓ32年生れ（とり）

数え37歳
Ｓ56年生れ（とり）

数え33歳
Ｓ60年生れ（うし）

数え62歳
Ｓ31年生れ（さる）

数え38歳
Ｓ55年生れ（さる）

数え34歳
Ｓ59年生れ（ねずみ）

本　厄 後　厄

数え62歳
Ｓ31年生れ（さる）

数え43歳
Ｓ50年生れ（うさぎ）

数え26歳
Ｈ4年生れ（さる）

2017年 厄年 早見表

開運厄除・金運上昇と二つの御利益が
ある干支にちなんだ「一石二鳥お守り」や
しゃもじ型の絵馬、願いが破れない
天然本革のお守りなどその数、
100種類以上。

初詣の楽しみのひとつ、おみくじ。
溝口神社では、開運みくじをはじめ、運気上昇
みくじや金・勝みくじ等、全9種類のおみくじを
引くことができる。
おみくじを引き、神様の言葉を受け止めたら、
願掛けの夫婦銀杏に結ぼう。
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新

の
は
宮
司
の
鈴

木
敬
一
さ
ん
だ
。

参
拝
と
と
も

に
、
訪
れ
て
ほ

し
い
の
は
平
成

26
年
の
境
内
整

備
に
よ
り
立
ち

入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
本
殿
裏

手
だ
。
推
定
樹

齢
５
０
０
年
以

上
と
い
わ
れ
る

御
神
木
の
ケ
ヤ

キ
や
青
々
と
し

た
樹
形
が
四
方

か
ら
望
め
る
樹

齢
３
０
０
年
以

上
の
ク
ス
ノ
キ
、

商
売
繁
盛
に
御

利
益
の
あ
る
稲

荷
社
が
鎮
座
す

る
。
昨
秋
、「
垂
乳
根
の
銀
杏
」
と
命
名

さ
れ
た
御
神
体
は
、
佐
久
間
ダ
ム
建
設

時
に
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
。
当
時
、
銀

杏
の
根
が
巨
石
を
抱
き
か
か
え
る
よ
う

に
立
っ
て
い
た
様
子
が
、
母
が
子
を
抱

く
姿
と
重
な
っ
た
と
い
う
。
子
授
け
、

安
産
、
子
育
て
の
御
利
益
に
、
と
縁
あ

っ
て
溝
口
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。

「
母
に
は
様
々
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
母
な
る
大
地
と
い
え
ば
生
命

の
根
源
で
あ
る
海
を
連
想
し
ま
す
し
、

日
本
の
中
心
の
神
『
天
照
皇
大
神
』
は

女
性
神
で
あ
り
、
太
陽
に
例
え
ら
れ
ま

す
。『
万
物
に
活
力
を
与
え
る
』
御
神
徳

で
、
人
々
を
よ
り
良
き
道
へ
と
導
い
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
鈴
木
宮
司
。

溝
口
神
社
で
は
毎
年
大
小
の
修
繕
を

繰
り
返
し
、
参
拝
者
が
清
々
し
く
お
参

り
が
出
来
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

本
年
は
、
本
殿
両
側
に
日
本
一
美
人

な
「
お
多
福
さ
ん
」
が
参
拝
者
を
出
迎

え
る
。「
時
局
混
沌
と
す
る
社
会
情
勢
に

あ
っ
て
、
女
性
神
の
象
徴
で
あ
る
『
お

多
福
さ
ん
』
に
よ
り
、
参
詣
の
方
々
の

安
ら
ぎ
の
一
端
に
な
れ
れ
ば
」
と
い
う

こ
と
だ
。
ま
た
、
駐
車
部
分
を
一
部
参

詣
道
と
し
て
、
神
社
を
左
回
り
に
一
周

出
来
る
よ
う
に
工
夫
も
し
て
い
る
。

毎
年
人
気
の
お
守
り
や
お
札
も
数
多

く
用
意
。
特
に
本
年
は
酉
年
と
い
う
こ

と
で
、「
羽
ば
た
く
、
輝
か
し
い
年
と
な

る
よ
う
に
」
と
祈
願
さ
れ
た
干
支
お
守

り
も
是
非
と
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
。

今
も
昔
も
地
域
を
見
守
り
、
心
の
拠

り
所
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
溝
口
神
社
に
、

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
に
い
か
れ
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。


